




























Modern Economics and His Oaths for Guiltlessness as Solidier Job



































































5 前掲書『エンキリディオン』第⚒章（人生においては警戒すべきである）⚘ページ 10 行目。
6 前掲書『エンキリディオン』第⚒章（人生においては警戒すべきである）⚘ページ 11 行目。
7 前掲書『エンキリディオン』第⚒章（人生においては警戒すべきである）⚘ページ 11 行目。
8 前掲書『エンキリディオン』第 18 章（第八教則）143 ページ⚙行目から 11 行目。
9 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）71 ページ 18 行目。
10 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）71 ページ 19 行目から 20 行目参照。



























あった18。ヨブと彼の妻を加えれば，彼の家族は，12 人になり，「イスラエルの 12 支族と呼
12 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）72 ページ⚙行目。
13 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）72 ページ⚙行目。
14 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）72 ページ末。
15 前掲書『エンキリディオン』第 13 章（第四教則）75 ページ 11 行目から 13 行目。




























19『ヨブ記─その今日への意義─』（浅野 順一著）17 ページ 11 行目参照。
20『ヨブ記』第⚑章⚓節参照。










10 行目から 23 ページ⚕行目参照）。
28 財産とは，牛，羊，雌驢馬，駱駝および僕であった。前掲書『ヨブ記』第⚕章 19 節には，「彼はあなたを六
つの悩みから救い，七つのうちでも，災いはあなたに触れることがない」とある。ここで，⚖つの悩みと
は，その第⚑章 13 節から 19 節に記されている⚔つの災難と，その第⚒章⚗節から⚙節に示された⚒つの
災難である。合わせて⚖つの災難（艱難）である。前掲書『ヨブ記講演』（第三講 ヨブの哀哭）の 11 から
13 行目には，「六つ艱難は既に臨んだのである。牛と牝驢馬全部及ぶ僕若干，羊全部と僕若干，駱駝全部と
僕若干，子女全部，健康，妻と六回に分かってこれを失ったのである」とある。

































































39 前掲書『ヨブ記─その今日への意義─』（浅野 順一著）（四 その試練（二））32 ページ⚙行目から 14 行目
参照。
40『ヨブ記』第 42 章 10 節に，「ヨブがその友人たちのために祈ったとき，主はヨブの繁栄をもとにかえし，そ
して主はヨブのすべての財産を二倍にした」とある。
41『ヨブ記』第 42 章 12 節。よって，羊⚑万⚔千頭，駱駝⚖千頭，牛⚑千くびき，牝驢馬⚑千頭とされた。
42 ⚓人の友とは，テマンびとエリパス，シュヒびとビルダデ，そしてナアマびとゾパルであった。
43『ヨブ記』第⚒章 12 節から 13 節。ここで「上着を裂き」とか「塵をうちあげる」ことは，悲痛や哀悼の意
を表す動作である（前掲書『ヨブ記─その今日への意義─』（浅野 順一著）（四 その試練（二））37 ペー
ジ参照）。

































46 前掲書『ヨブ記講演』（第三講 ヨブの哀哭）の 31 ページ 10 行目から 32 ページ⚑行目を参照。ここでも内
村鑑三は，他者ではなく，神を詛い信仰をすてるのではなく，自身の誕生の日を詛うヨブの信仰心を讃えて
いる。
47『ヨブ記』第⚓章 11 節から 12 節。
48『ヨブ記』第⚓章 16 節から 18 節。






































59『ヨブ記』第⚖章 14 節から 21 節。
60『ヨブ記』第⚖章 24 節から 25 節。
61『ヨブ記』第⚖章 29 節。
62『ヨブ記』第⚗章 15 節から 16 節。また『ヨブ記』第⚗章⚗節に，「記憶せよ，わたしの命は息にすぎないこ
とを」とある。またその⚙節から 10 節に「雲が消えて，なくなるように，陰府に下るものは上がってくる
ことがない。彼は再びその家に帰らず，彼の所も，もはや彼を認めない」と言う。


































































71『ヨブ記』第⚙章 10 節から 12 節。
72『ヨブ記』第⚙章 14 節から 21 節。
73『ヨブ記』第⚙章 23 節から 24 節。
74『ヨブ記』第⚙章 28 節から 29 節。


































82『ヨブ記』第 10 章 18 節から 19 節。
83『ヨブ記』第 11 章⚒節から⚓節。
84『ヨブ記』第 11 章⚕節から⚘節。






指摘している（前掲書『ヨブ記講演』（第七講 ヨブ仲保者を要求す）の 70 ページ⚖行目から 14 行目参照）。




































93『ヨブ記』第 12 章 10 節。
94『ヨブ記』第 12 章 13 節。
































































103『ヨブ記』第 14 章 13 節。
104『ヨブ記』第 14 章 14 節から 16 節。
105『ヨブ記』第 14 章 17 節。
106『ヨブ記』第 12 章⚓節。
107『ヨブ記』第 13 章⚓節から⚕節。
108『ヨブ記』第 13 章⚓節から⚕節。エリパスのヨブに答えうる姿勢は，『ヨブ記』第 15 章⚙節に，「あなたが
知るものは，われわれも知るではないか。あなたが悟るものはわれわれもさとるではないか」とある。ま








111『ヨブ記』第 15 章 14 節参照。





























113『ヨブ記』第 15 章 17 節から 24 節参照。
114『ヨブ記』第 16 章⚒節の抜粋。
115『ヨブ記』第 16 章⚓節の抜粋。
116『ヨブ記』第 16 章⚖節から 16 節参照。
117『ヨブ記』第 16 章 17 節。
118『ヨブ記』第 16 章 19 節から 21 節。
119『ヨブ記』第 17 章⚒節か⚔節。



























122 このところの解釈として，内村鑑三は，『ヨブ記講演』（第十四講 ビルダデ再び語る）の 132 ページの 12
行目において，「すなわち無益な空言を慎め」と解釈している。
123『ヨブ記』第 18 章⚕節から⚖節。
124『ヨブ記』第 18 章 12 節から 13 節。
125『ヨブ記』第 18 章 21 節。
126『ヨブ記』第 19 章⚕節から⚖節。
127『ヨブ記』第 19 章⚕節から⚗節。
128『ヨブ記』第 19 章⚙節から 12 節には，「彼はわたしの栄えをわたしからはぎ取り，わたしのこうべから冠を
奪い，四方からわたしを取りこわして，うせさせ，わたしの望みを木のように抜き去り，わたしに向かって
怒りを燃やし，わたしを敵のひとりのように思われた」とある。
129『ヨブ記』第 19 章 13 節から 15 節参照。































131『ヨブ記』第 19 章 21 節。
132『ヨブ記』第 19 章 23 節から 27 節。
133『ヨブ記』第 20 章⚔節から⚕節。



































137『ヨブ記』第 21 章 20 節。
138『ヨブ記』第 21 章 29 節から 31 節。
139『ヨブ記』第 21 章 34 節。
140『ヨブ記』第 22 章⚔節から⚕節。
141『ヨブ記』第 22 章 23 節から 27 節。


































146『ヨブ記』第 24 章 12 節から 14 節。
147『ヨブ記』第 24 章 22 節から 23 節。





























150『ヨブ記』第 26 章 14 節。









































157『ヨブ記』第 31 章⚙節から 11 節。
158『ヨブ記』第 31 章 13 節から 14 節。
159『ヨブ記』第 31 章 16 節から 18 節。
160『ヨブ記』第 31 章 24 節から 25 節。
161『ヨブ記』第 31 章 26 節がその 28 節に続くと考えるのも自然であると解釈し，その一節を挿入した。
162『ヨブ記』第 31 章 26 節から 28 節。



























164『ヨブ記』第 31 章 33 節から 34 節。
165『ヨブ記』第 31 章 38 節から 40 節。
166『ヨブ記』第 31 章 31 節から 32 節。
167『ヨブ記』第 31 章 35 節から 37 節。




第 33 章 158 ページ 13 行目から 16 行目参照）。
170 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 158 ページ 13 行目。




























172 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 156 ページ末。
173 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 156 末から 157 ページ⚑行目。
174 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 157 ページ⚓行目。
175 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 157 ページ⚓行目。
176 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 157 ページ⚔行目。
177 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 157 ページ⚔行目。
178 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 157 ページ⚕行目から⚖行目。
179 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 157 ページ⚕行目。
180 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 157 ページ⚙行目。
181 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 157 ページ⚙行目から 10 行目。


















􎜀 􎜐􀀽 􎜀 􎜐􀀫 􎜀 􎜀 􎜐􎜐 (2)
と定式化される。この(2)式は，個人の好色行為に伴う費用を示しているが，その費用は，好
色によって生じる直接費用と派生費用からなる。ここで， 􎜀 􎜀 􎜐􎜐 は，好色によって派生する




􀀽 􎜀 􀀬 􎜐􀀽 􎨱􎜀 􎜐􀀫 􎨲􎜀 􎜐 (3)




183 エラスムスは，前掲書『エンキリディオン』第 33 章 157 ページの⚓行目から⚔行目において，「好色の評判
以上に薄汚い悪臭をはなつ悪徳」はないからであると言う。
184 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 157 ページの⚔行目参照。












 􀀫 􂉤 (4)
















187 前掲書『エンキリディオン』第 33 章 164 ページ⚕行目から⚖行目。
188 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 164 ページ 14 行目。
189 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 164 ページ 15 行目において，福音書の譬話を提示している。
190 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 165 ページ⚒行目。エラスムスは，富を蔑視しているのではなく，欲
望の目標で必要性を量っていることを攻撃している。敬虔な人には，自然によって与えられる程度で十分
であると考えている。
191 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 165 ページ⚒行目から⚓行目。


































ること，悪徳を憎むこと，敬虔な談話を歓ぶこと」を挙げている（前掲書『エンキリディオン』第 13 章 70
ページ 17 行目から 18 行目参照）。
194 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 165 ページ 17 行目参照。エラスムスは，精神の徳のみが人間自身の内
部にあると考えているようである。
195 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 165 ページ 19 行目。エラスムスは，富を蔑視しているのではなく，富
のもたらす快楽に警戒している。死に導く快楽を恐れ，攻撃している。














􀀽 􎜀 􎜐 (9)
と表現される。富の水準が上昇すると，徳が増加するかどうか検討してみよう。(9)式を(8)
式に代入すると，







􀀽 􎜀 􀀬 􎜐 (8b)





197 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 166 ページ⚒行目。
198 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 166 ページ⚔行目から⚕行目。
199 前掲書『エンキリディオン』第 35 章 166 ページ⚓行目。













􀀽 􎜀 􀀬 􎜐 􎴃 􎜀􂀢􎜐􀀾􀀰􀀬 􎜀􂀢􎜐􂉤􀀰 􀁦􀁯􀁲 􀁣􂉥 􎴃 􎜀􂀢􎜐􀀾􀀰 (6b)ʼ
と変更される。ここでは，















􀀽 􎜀 􀀬 􎜐 􎴃 􎜀􂀢􎜐􀀾􀀰􀀬 􎴃 􎜀􂀢􎜐􀀾􀀰 (6b)
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となる。ここでは，






















202 前掲書『エンキリディオン』第 35 章（貪欲を刺激するものにたいして）166 ページ 17 行目から 18 行目。
203 前掲書『エンキリディオン』第 35 章（貪欲を刺激するものにたいして）166 ページ 14 行目から 15 行目。
204 前掲書『エンキリディオン』第 35 章（貪欲を刺激するものにたいして）166 ページ 15 行目から 16 行目参
照。
205 前掲書『エンキリディオン』第 35 章（貪欲を刺激するものにたいして）166 ページ 16 行目から 17 行目。
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􀀽 􎜀 􀀬 􎜐 􎜀 􀀬 􎜐􂉥􀀰􀀬 􎜀 􀀬 􎜐􂉤􀀰 􀁦􀁯􀁲 􀁣􂉥 􀀬 􎜀 􀀬 􎜐􀀾􀀰 (11)
ここで，



















207 前掲書『エンキリディオン』第 35 章（貪欲を刺激するものに対して）167 ページ⚑行目に，富の収支を計算
すると，「多くの不利益を引きよせている割には，決して利益をそれほど多くもたらさないことが」わかる，
とある。これは，富は快適さを損なう（効用を引き下げる）。
208 前掲書『エンキリディオン』第 35 章（貪欲を刺激するものに対して）167 ページ⚕行目から⚗行目。
209 前掲書『エンキリディオン』第 35 章（貪欲を刺激するものに対して）167 ページ 11 行目から 12 行目にて，
エラスムスは，「巨大な富というものは罪なくして決して獲得されないし，保たれない」とまとめている。













􀀽 􎜀 􎜐 􎴃􎜀􂀢􎜐􂉥􀀰 (12)
と表されるとしよう。ここで，yは生産物の数量，Eは労働契約によって使用可能にされる
































































􀀽 􎜀 􀀬 􎜐 􎜀 􂉠 􎜐 􎴃 􎜀􂀢􎜐􀀾􀀰􀀬 􎴃 􎜀􂀢􎜐􂉥􀀰 (14)
この個人は，

















































































219『ヨブ記』第 38 章⚓節。ここで，「腰に帯する」とは，浅野順一著『ヨブ記─その今日への意義─』（162 ペー
ジ）によると，「出陣の姿勢をとり，その用意をする」ことである。また，「男らしく」は，同書では，「「勇
士」「戦士」と語源を等しくし，従って力強い人」とある。
220『ヨブ記』第 38 章 11 節に，「言った，『ここまで来てもよい，越えてはならぬ，おまえの高波はここでとど
まるのだ』と」ある。これは，神の命令によって海の水やその高波が抑えられていることを示している。
221『ヨブ記』第 38 章 13 節。ここで，「これに」とは夜明けあるいは朝を指し，「悪人」とは暗闇のことである。
222『ヨブ記』第 38 章 14 節。ここで，「衣のようにいろどられる」とは，光を受けると大地の山や野がくっきり
と現れることを指しているのであろう。前掲書『ヨブ記』（関根正雄訳）の註釈 211 ページでは，「光が次第
に強く加わるとともに野や山もよく見えて」と説明している。
223『ヨブ記』第 38 章 16 節から 17 節に，「あなたは海の源に行ったことがあるか。淵の底を歩いたことがある
か。死の門はあなたのために開かれたか。あなたは暗黒の門を見たことがあるか」とある。
224『ヨブ記』第 38 章 22 節に，「あなたはあたは雪の倉にはいったことがあるか」とある。雪を倉に持っている
という考えはおもしろい。






















226『ヨブ記』第 38 章 28 節において，「雨に父があるか」とある。神自身であると言っている。
227『ヨブ記』第 38 章 29 節において，「空の霜はだれが生んだか」とある。神自身であると言っている。
228『ヨブ記』第 38 章 28 節において，「露の玉はだれが生んだか」とある。実際には，神の業であると言ってい
る。
229『ヨブ記』第 38 章 29 節において，「氷はだれの胎からでたか」とある。実際には，神の業であると言ってい
る。
230『ヨブ記』第 38 章 31 節から 33 節。ここで，「結ぶ」と「解く」は星の運行を意味し，「結ぶ」は，縛り付け
ることを意味し，「解く」は，縛りから解かれると動くことを意味する（関根 正雄訳『ヨブ記』（岩波文庫）
の註釈 211 ページ参照）。またその 32 節の「十二宮」は，地球から見て太陽が通る道にある十二星座を示
し，季節毎に現れる星座が異なるので，「その時にしたがって引き出す」と表現されている（内村鑑三『ヨ
ブ記講演』（第十九講 ヨブの見神）174 ページ参照）。
231『ヨブ記』第 38 章 26 節。この節は，意味の良く理解できない節である。関根正雄訳『ヨブ記』（岩波文庫）
では，この節の部分は，「誰が鴇に智慧を与え，おんどりに悟りを授けたか」と訳されている。関根訳なら
びに新共同訳の『ヨブ記』では，鴇やおんどりが唐突に現れる感じがする。本稿で使用している日本聖書協
会訳『ヨブ記』（38 章 26 節）の方が筋が通っているように思われる。ここでは，正確な意味内容は把握でき
ないとしても，神が雲や霧を支配していることをヨブは言っていると理解しょう。
232『ヨブ記』第 38 章 38 節。



































238『ヨブ記』第 40 章 14 節の抜粋。
239『ヨブ記』第 40 章 15 節に，「河馬を見よ，これはあなたと同様にわたしが造ったもので，牛のように草を食
う」とある。河馬は力強く，その骨は青銅・鉄のようであると言う。
240『ヨブ記』第 40 章 19 節。
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